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 Request made on (YYYY/MM/DD) 

                                                             
 

 
To: The President, Shinshu University 

 
 

 
Year of Admission 
                                                                

 
 

  
Graduate School of Science and Technology Shinshu University Department Division 
 

  
Student ID  
 

  
Student Name 
 

                                                                  
Student Name (in alphabet) 
 

  
Date of Birth YYYY/MM/DD                                      

 
 
 
 

 
Request for Master’s Dissertation or Selected Topical Research Evaluation 

 
 

 
 

 
In compliance with the rules and regulations of Shinshu University, Article 4, I hereby request a Master’s Dissertation or Selected Topical 

Research Evaluation to receive a Master’s Degree in                   . The dissertation title is stated below. 
 

 
 

 
 

 
Title 
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1. 十分な基礎学力と論理的な思考力をもっている人
2. 自然界の不思議に好奇心を抱く人
3. 未知の自然科学領域への強い探求心をもつ感受性豊かな人
4. ひたすら真理に迫ろうとする研究者を目指す人から，修得した専門性を生かして高度専門職業人として社会へ羽ばたこうとする人

特別研究
４単位（必修）

研究課題の決定

研究手法の習得

論文執筆

数学・自然情報学の専門知識を習得し、
数学的思考能力・表現力・応用力に基づく総合的な判断・対処ができる

高度専門職業人としての能力や見識をもった人材

修士（理学） 学位授与

最終試験の合格

計３０単位以上を修得

1年次

2年次

数学的思考能力
表現力・応用力

総合的な判断・対処
情報収集・分析能力

高度専門職業人

としての

能力と見識

学位論文作成

論文審査

授業科目・研究指導

論文審査

論文発表会
・公開 ＝ 透明な審査体制

学位論文提出
論文要旨の提出

審査委員の決定
・複数の審査員
・専門家による審査
＝質の保証

論文作成

論文題目の決定

他専攻の授業科目
（８単位まで選択科目として履修可）

選択科目
各２単位

（１４単位以上選択）

群論と対称性
多元環論

代数的トポロジー
微分トポロジー

偏微分方程式論

数理現象学
確率解析学

先端代数学Ⅰ
先端幾何学Ⅰ
先端解析学Ⅰ

先端数理科学Ⅰ

先端代数学Ⅱ
先端幾何学Ⅱ
先端解析学Ⅱ

先端数理科学Ⅱ

代数学特論
幾何学特論
解析学特論
数理科学特論

実務体験実習
学外特別講義

グローバルな情報発信能力
理学の研究解明と普及
科学の発展への貢献

理学専攻 数学分野 の履修プロセス概念図

演習Ⅰ４単位

代数学演習Ⅰ
幾何学演習Ⅰ
解析学演習Ⅰ
数理科学演習Ⅰ

演習Ⅱ４単位

代数学演習Ⅱ
幾何学演習Ⅱ
解析学演習Ⅱ
数理科学演習Ⅱ

数学・自然情報学の高度な
専門知識 数学の文化的基盤

情報収集・分析能力

数学的思考能力
発表力・情報収集力

数学的思考能力
発表力・応用力

情報収集・分析能力

研究者倫理特別講義
２単位（必修）

先端科学特別講義AまたはB
２単位（必修）

指導教員の決定
２年間にわたる個人指導・個々に適した計画的指導

各講義・演習から１つずつ選択
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他専攻の授業科目
（８単位まで選択科目として履修可）

1. 十分な基礎学力と論理的な思考力をもっている人
2. 自然界の不思議に好奇心を抱く人
3. 未知の自然科学領域への強い探求心をもつ感受性豊かな人
4. ひたすら真理に迫ろうとする研究者を目指す人から，修得した専門性を生かして高度専門職業人として社会へ羽ばたこうとする人

物理学の専門知識及びその応用能力を有し、
分野を越えた問題にも対処できる解決能力ならびに
世界の科学的発展に寄与できる力を修得した人材

修士（理学） 学位授与

指導教員の決定
・組織的な教育研究体制

1年次

2年次

演習Ⅱ４単位（必修）
（下記より１つ選択）

光物性物理学演習Ⅱ
物性物理学演習Ⅱ
磁性物理学演習Ⅱ
観測天文学演習Ⅱ
宇宙線物理学演習Ⅱ

高ｴﾈﾙｷﾞｰ物理学演習Ⅱ
素粒子物理学演習Ⅱ

計３０単位以上を修得

演習Ⅰ４単位（必修）
（下記より１つ選択）

光物性物理学演習Ⅰ
物性物理学演習Ⅰ
磁性物理学演習Ⅰ
観測天文学演習Ⅰ
宇宙線物理学演習Ⅰ

高ｴﾈﾙｷﾞｰ物理学演習Ⅰ
素粒子物理学演習Ⅰ

特別研究
６単位（必修）

選択科目
各２単位
（１２単位以上選択）

磁性物質論
固体物性物理学
磁気共鳴論
統計物理学
光エレクトロニクス
宇宙線物理学
高エネルギー実験
物理と対称性
場の理論Ⅰ
場の理論Ⅱ
宇宙放射線統計学
実務体験実習
学外特別講義

・研究手法
・論文作成法
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

・複数教員による指導

の修得

授業科目履修・研究指導 学位論文作成
論文審査

最終試験の合格

理学専攻 理科学分野 物理学ユニット の履修プロセス概念図

・研究手法
・論文作成法
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

・複数教員による指導

の修得

・複数の審査員
・専門家による審査＝質の保証
・早期からの計画的研究指導
による質の担保

研究遂行の
基本的能力

情報収集・
分析能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力

実践能力

審査委員の決定

論文審査

論文作成

論文発表会

学位論文の提出
論文要旨の提出

論文題目の決定

広範な知見

高度な基礎
的知識

深い専門的
知識

専門知識の
修得

情報収集能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力

プレゼンテー
ション能力

応用力・高い
議論能力

研究者倫理特別講義
２単位（必修）

先端科学特別講義AまたはB
２単位（必修）

-17-



-18-



他専攻の授業科目
（８単位まで選択科目として履修可）

1. 十分な基礎学力と論理的な思考力をもっている人
2. 自然界の不思議に好奇心を抱く人
3. 未知の自然科学領域への強い探求心をもつ感受性豊かな人
4. ひたすら真理に迫ろうとする研究者を目指す人から，修得した専門性を生かして高度専門職業人として社会へ羽ばたこうとする人

化学の専門知識及びその応用能力を有し、
分野を越えた問題にも対処できる解決能力ならびに
世界の科学的発展に寄与できる力を修得した人材

修士（理学） 学位授与

指導教員の決定
・組織的な教育研究体制

1年次

2年次

演習Ⅱ
４単位（必修）
（下記より１つ選択）

反応有機化学演習Ⅱ

物性物理化学演習Ⅱ
構造無機化学演習Ⅱ
計測分離化学演習Ⅱ

計３０単位以上を修得

演習Ⅰ
４単位（必修）
（下記より１つ選択）

反応有機化学演習Ⅰ

物性物理化学演習Ⅰ
構造無機化学演習Ⅰ
計測分離化学演習Ⅰ

選択科目
各２単位
（１２単位以上選択）

特別研究
６単位（必修）

計測化学特論
電気化学
量子化学
化学計測学
分光化学
分子反応化学
界面物性科学
分子合成化学
複素環化学
超分子化学
実務体験実習
学外特別講義

授業科目履修・研究指導 学位論文作成
論文審査

最終試験の合格

理学専攻 理科学分野 化学ユニット の履修プロセス概念図

・研究手法
・論文作成法
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

・複数教員による指導

の修得

・複数の審査員
・専門家による審査＝質の保証
・早期からの計画的研究指導
による質の担保

研究遂行の
基本的能力

情報収集・
分析能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力

実践能力

審査委員の決定

論文審査

論文作成

論文発表会

学位論文の提出
論文要旨の提出

論文題目の決定

専門知識の
修得

情報収集能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力

プレゼンテー
ション能力

応用力・高い
議論能力

研究者倫理特別講義
２単位（必修）

先端科学特別講義AまたはB
２単位（必修）

広範な知見

高度な基礎
的知識

深い専門的
知識
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他専攻の授業科目
（８単位まで選択科目として履修可）

1. 十分な基礎学力と論理的な思考力をもっている人
2. 自然界の不思議に好奇心を抱く人
3. 未知の自然科学領域への強い探求心をもつ感受性豊かな人
4. ひたすら真理に迫ろうとする研究者を目指す人から，修得した専門性を生かして高度専門職業人として社会へ羽ばたこうとする人

地球表層部における，地圏，水圏，気圏および生物圏の諸現象と
各圏の相互作用，それらを支配する法則と地球システムを解明する

ために必要な知識や研究方法論を修得した人材
修士（理学） 学位授与

指導教員の決定
・組織的な教育研究体制

1年次

2年次

演習Ⅱ
４単位（必修）
（下記より１つ選択）

地層科学演習Ⅱ
地球物質科学演習Ⅱ

計３０単位以上を修得

演習Ⅰ
４単位（必修）
（下記より１つ選択）

地層科学演習Ⅰ
地球物質科学演習Ⅰ

選択科目
１～２単位
（１２単位以上選択）

特別研究
６単位（必修）

古環境復元論
古環境変動論
シーケンス層序学
変形構造解析論
変成岩解析論
鉱物学特論
自然災害科学
岩石磁気学
鳥類生態学
実務体験実習
学外特別講義

・研究手法
・論文作成法
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

・複数教員による指導

の修得

授業科目履修・研究指導 学位論文作成
論文審査

最終試験の合格

理学専攻 理科学分野 地球学ユニット の履修プロセス概念図

専門知識の
修得

情報収集能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力プレゼンテー

ション能力
応用力・高い
議論能力

・複数の審査員
・専門家による審査＝質の保証
・早期からの計画的研究指導
による質の担保

研究遂行の
基本的能力

情報収集・
分析能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力

実践能力

審査委員の決定

論文審査

論文作成

論文発表会

学位論文の提出
論文要旨の提出

論文題目の決定

研究者倫理特別講義
２単位（必修）

先端科学特別講義AまたはB
２単位（必修）

広範な知見

高度な基礎
的知識

深い専門的
知識
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他専攻の授業科目
（８単位まで選択科目として履修可）

1. 十分な基礎学力と論理的な思考力をもっている人
2. 自然界の不思議に好奇心を抱く人
3. 未知の自然科学領域への強い探求心をもつ感受性豊かな人
4. ひたすら真理に迫ろうとする研究者を目指す人から，修得した専門性を生かして高度専門職業人として社会へ羽ばたこうとする人

地球表層部における，地圏，水圏，気圏および生物圏の諸現象と
各圏の相互作用，それらを支配する法則と地球システムを解明する

ために必要な知識や研究方法論を修得した人材
修士（理学） 学位授与

指導教員の決定
・組織的な教育研究体制

1年次

2年次

演習Ⅱ
４単位（必修）
（下記より１つ選択）

生体生物学演習Ⅱ
進化生物学演習Ⅱ

計３０単位以上を修得

演習Ⅰ
４単位（必修）
（下記より１つ選択）

生体生物学演習Ⅰ
進化生物学演習Ⅰ

選択科目
各２単位
（１２単位以上選択）

研究者倫理特別講義（CITI-Japan&講義）
２単位（必修）

先端科学特別講義B
２単位（必修）

特別研究
６単位（必修）

研究者倫理特別講義（CITI-Japan&講義）
２単位（必修）

先端科学特別講義B
２単位（必修）

発生学
遺伝子情報学
情報生理学
植物進化学
進化生態学
系統発生学
植物病理学
鳥類生態学
実務体験実習
学外特別講義

・研究手法
・論文作成法
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

・複数教員による指導

の修得

授業科目履修・研究指導 学位論文作成
論文審査

・複数の審査員
・専門家による審査＝質の保証
・早期からの計画的研究指導
による質の担保

最終試験の合格

理学専攻 理科学分野 生物学ユニット の履修プロセス概念図

研究遂行の
基本的能力

情報収集・
分析能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力

実践能力

専門知識の
修得

情報収集能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力 プレゼンテー

ション能力
応用力・高い
議論能力

審査委員の決定

論文審査

論文作成

論文発表会

学位論文の提出
論文要旨の提出

論文題目の決定

研究者倫理特別講義
２単位（必修）

先端科学特別講義AまたはB
２単位（必修）

広範な知見

高度な基礎
的知識

深い専門的
知識
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他専攻の授業科目
（８単位まで選択科目として履修可）

1. 十分な基礎学力と論理的な思考力をもっている人
2. 自然界の不思議に好奇心を抱く人
3. 未知の自然科学領域への強い探求心をもつ感受性豊かな人
4. ひたすら真理に迫ろうとする研究者を目指す人から，修得した専門性を生かして高度専門職業人として社会へ羽ばたこうとする人

地球表層部における，地圏，水圏，気圏および生物圏の諸現象と
各圏の相互作用，それらを支配する法則と地球システムを解明する

ために必要な知識や研究方法論を修得した人材
修士（理学） 学位授与

指導教員の決定
・組織的な教育研究体制

1年次

2年次

演習Ⅱ
４単位（必修）
（下記より１つ選択）

地球システム解析演習Ⅱ
生態システム解析演習Ⅱ

計３０単位以上を修得

演習Ⅰ
４単位（必修）
（下記より１つ選択）

地球システム解析演習Ⅰ
生態システム解析演習Ⅰ

選択科目
各２単位
（１２単位以上選択）

特別研究
６単位（必修）

環境計測学
堆積学特論
大気陸面相互作用論
根圏生態学
地域環境学Ⅰ
地域環境学Ⅱ
水生生物生態学
化学生態学
集水域システム論
鳥類生態学
実務体験実習
学外特別講義

・研究手法
・論文作成法
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

・複数教員による指導

の修得

授業科目履修・研究指導 学位論文作成
論文審査

・複数の審査員
・専門家による審査＝質の保証
・早期からの計画的研究指導
による質の担保

最終試験の合格

理学専攻 理科学分野 物質循環学ユニット の履修プロセス概念図

研究遂行の
基本的能力

情報収集・
分析能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力

実践能力

専門知識の
修得

情報収集能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力 プレゼンテー

ション能力
応用力・高い
議論能力

審査委員の決定

論文審査

論文作成

論文発表会

学位論文の提出
論文要旨の提出

論文題目の決定

研究者倫理特別講義
２単位（必修）

先端科学特別講義AまたはB
２単位（必修）

広範な知見

高度な基礎
的知識

深い専門的
知識
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■山岳科学教育プログラム（理学専攻）修了要件

◇山岳科学教育プログラム講義科目群

信州大学開講科目

講義科目名

山岳科学連携講義Ⅱ

山岳科学連携講義Ⅲ

山岳科学連携講義Ⅳ

山岳科学連携講義Ⅴ

山岳科学連携講義Ⅵ

山岳科学連携演習Ⅰ

山岳科学連携演習Ⅱ

山岳科学連携演習Ⅲ

山岳科学連携演習Ⅳ

山岳科学連携演習Ⅴ

山岳科学連携演習Ⅵ

 　プログラムに参加を希望をする場合，別途申請が必要です。

　また，他専攻・他大学で開講する科目を受講する際には別途手続きが必要です。詳細は学務グループへ問い合わせくだ

さい。

2

理 2

2鉱物学特論

集水域システム論 2

2

進化生態遺伝学

環境計測学

堆積学特論

(1)専攻の修了要件を満たし，山岳科学教育科目の「山岳科学概論 A」，「山岳科学概論 B」，「山岳フィール
ド実習 A」及び「山岳フィールド実習 B」の 4単位，並びに山岳科学に関する科目群より４単位以上（生物
圏，地球圏，人間圏から２つ以上の群を含む。）を含め，計 34 単位以上を修得すること。
　ただし，ユニット科目で修得した単位のうち，２科目４単位まで，プログラムの修了要件に含むことができ
るものとする。
(2)プログラムを履修している期間に開催される山岳科学学術集会に毎年参加し，発表を行うこと。
(3)提出された修士論文が山岳科学に関するものであると認められること。

単位数

科目群 講義科目名

科目群 開講専攻等 講義科目名 科目群 開講専攻等 講義科目名 単位数

2

理 2

理 2

理 2

2

理 2

山地保全学特論

古環境復元論

古環境変動論

　平成30年度より開始される山岳科学を研究テーマとする教育プログラムです。山岳科学は山岳環境の様々な要因に
よる変化と人間の営みとの関係を総合的に探求し，山岳環境と人間生活の持続可能な関係を確立する学問領域です。山
岳環境問題を生物圏・地球圏・人間圏から捉え，実際的かつ臨床的に対処し，問題解決を成し遂げる人材を養成しま
す。連携4大学の講義及び指導を受けることができ，多様なフィールドステーションでの実習・研究活動に参加できま
す。修了時には，修士の学位に加え，修了証が授与されます。

4大学
共同開講

農 2

理 2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

開講専攻等

地域環境学Ⅱ

根圏生態学

農 2

農 理

理

農 2

農 2

理 2

理 2

理

理

理

建築史学特論

都市環境設計学

地域環境学Ⅰ 連携大学受講科目

地
球
圏
科
目
群

他
大
学
開
講
科
目

開講専攻等

山岳科学連携講義Ⅰ

1

2

系統発生学

情報生理学

理 2

2

2

2

農 2

農 2

理 2

理 自然災害科学 2

地域環境計画学特論

生物・食資源生産学特論

植物資源生産学特論Ⅰ

サスティナブル建築設計学

2

2

山岳科学教育プログラム (筑波大，静岡大，山梨大との連携教育プログラム)

進化生態学

理

農

農

農

農

工

発生学

遺伝子情報学

植物病理学

化学生態学

森林資源利用学特論

木材理学特論

緑地環境評価学特論

菌類共生科学特論

植物資源生産学特論Ⅱ

生産環境システム学特論Ⅰ

単位数

森林生態学特論

理 植物進化学

山岳科学概論A

山岳科学概論B

山岳フィールド実習A

山岳フィールド実習B

1

1

1

変成岩解析論

理

理

岩石磁気学

理

2

理

シーケンス層序学

変形構造解析論

理

人
間
圏
科
目
群

1

必
　
修

農

2

工

大気陸面相互作用論 2

2

2

2

2

工

理

生
物
圏
科
目
群

2

2

2

単位数

環境共生学特論
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ハラスメント（嫌がらせ）にあったら 
【ハラスメント相談員】に相談してください 

〜信州⼤学イコール･パートナーシップ委員会から学⽣の皆さんへ〜 
 
ハラスメントって何︖ 

◎ハラスメントとは、信州大学では、「ハラスメントの防止等に関する規程」で、ハラスメントを次の４つに分

類しています。（規程全文は、信州大学ＨＰ「信州大学について」→「大学概要・理念」→「国立大学法人信州大学規則

集」→「規則一覧」→「第１編 全学 第６章 人事」に掲載。） 

 

Ⅰ︓セクシュアル・ハラスメント･･･ 
・ 修学・就業上の地位や権限を背景とした異性への誘い掛け・嫌がらせや、性的意味を持つ言動で相手を不快

にさせることのほか、卑猥なポスターなどで修学環境を損ねるようなことも含まれます。 

・ セクシュアル・ハラスメントかどうかは、基本的には受け手が不快に感じるかどうかです。当事者間の認識
や意識のズレが原因となることが少なくないだけに、相⼿を思いやる配慮が根絶の第⼀歩です。 

Ⅱ︓アカデミック・ハラスメント･･･ 
・ 教員等が教育・研究において、地位・職務権限を利用して学生等に著しい不利益を与えたり、不適切な言動

で環境を害したりする行為を言います。 

・ 典型的な事例は、人格まで否定するような言葉の暴力、正当な理由なくまったく指導してもらえない、研究・

論文執筆等の妨害、非常識なノルマや雑用・私用の命令、極度のえこひいき、などです。 

Ⅲ︓パワー・ハラスメント･･･ 
・ パワー・ハラスメントとは、職員（上司―部下）間の、就業上のハラスメントです。 

Ⅳ︓その他のハラスメント･･･ 
・ その他のハラスメントとは、セクハラ、アカハラ、パワハラに準じる行為や学外者によるハラスメントです。 

 

 

ハラスメントを受けて⾟いと感じたら、ハラスメント相談員に相談してください。 
◎ハラスメント相談員は、本学の教職員で構成され、全学教育機構、各学部等の男女それぞれ複数名からなりま

す。ハラスメント相談員は、あなたの立場になって相談にのります。 

・ 秘密は厳守されます。相談したからといって、不利益な取扱いをされることもありません。 

・ ハラスメントを受けていることを聴いてもらいたいだけの時も連絡していただいて構いません。 

・ 相談は友人と一緒でも構いません。 

・ 他学部の相談員に相談しても構いません。 

・ 相談内容によっては総合健康安全センターのカウンセリングを受けることができます。 

◎ハラスメント相談員は、ハラスメント行為を受けているあなたのサポーターのような⽴場の⼈です。あなたと

の相談の結果、事態解消のための行為者への「申⼊れ」や「ハラスメント相談調査対策委員会」の設置（裏⾯
※①、②）をあなたが望んだ場合、イコール・パートナーシップ委員会（下記参照）への申請⼿続について助
⾔してくれます。イコール・パートナーシップ委員会は、関係の部局長と協力して「申入れ」や「ハラスメン

ト相談調査対策委員会」の設置を実施します。 

 

ハラスメント相談員への連絡先は︖ 
氏名一覧と連絡先は、ACSU（握手）内掲示でご覧になるか、各学務窓口あるいは「学生相談センター

（0263-37-3165）」にお問い合わせください。 

 

「イコール・パートナーシップ（EP）委員会」とは︖ 
本学の教職員各４名（男女同数）で構成され、ハラスメントのない信州大学にするために学長の下に設置され

た委員会です。しかし、真偽を調査する委員会ではありません。学生一人一人の人権を擁護するとともに､修学

にふさわしい環境が確保されることを目的とする委員会です。差別・人権などについても疑問や問題があれば、

委員会（epiinkai@shinshu-u.ac.jp）か委員いずれかに気軽に相談してください。 
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※① ⾏為者への「申⼊れ」とは︖ 
イコール・パートナーシップ委員会が、行為者に対してハラスメントの原因となった行為をやめるよう通告

することをいいます。相手に相談者が傷ついたことを理解して、今後同じことをしないようにしてもらえば

よい、と考えるときに適しています。その際、行為者に対して匿名を希望すれば、そのように配慮をします。 

※② 「ハラスメント相談調査対策委員会」の設置とは︖ 
行為者に「申入れ」をしても事態が解消しない、もしくは、改めて事実調査をした上で判断し、ハラスメン

ト解消のための適切な措置を求めたいときは、あなたの要望等を考慮の上、イコール・パートナーシップ委

員会の判断により「ハラスメント相談調査対策委員会」が設置されます。行為者とあなたの双方からの言い

分を聞いた上で問題の所在を把握し、それに応じてその後の措置が決まっていきます。 

 

学外にも相談窓⼝があります。 
①主に⼥性のための相談窓⼝ 

施設等名 各相談 電話番号 曜日・時間等 

⻑野県男⼥共同参画 
センターあいとぴあ 

一般相談、法律相談 

（要予約） 0266-22-8822 

 

【一般】 火～土 9:00～12:00，13:00～16:30 

【法律】 予約方法、実施日等は直接確認願います。 

女性のためのカウンセ

リング（要予約） 

第2土・第4金 10:00～15:50（一人50分） 

詳細については電話で直接確認願います。 

⼥性センター・パレア 
松本 

一般相談、女性弁護士に

よる法律相談（要予約）
0263-39-1105 

【一般】（電話） 火・第1･第3水･金 9:00～12:00 

（面接） 月・火・木・金 13:00～16:00、 

第4金 16:00～19:00（要予約） 

【法律】 予約方法、実施日等は直接確認願います。 

⻑野県警・性犯罪被害 
ダイヤルサポート110 相談電話 0120-037-555 24時間対応 

上⽥市市⺠プラザ・ゆう 

専任相談員による相談

（要予約） 

0268-27-2988 

0268-23-5245 

火 11:00～18:00、木 10:00～17:00、 

第2・第4土 10:00～17:00 

（土曜の相談は2日前までに要予約） 

女性弁護士による法律

相談（要予約） 
0268-27-3123 

偶数月第4木、奇数月第2・4木 

10:00～12:00（一人30分・無料） 

伊那市⼈権男⼥共同参画係 女性のための相談 0265-78-4111 
（電話） 平日 8：30～17:00 

（面接） 火・木 8：30～17：00（要予約） 

⼥性の⼈権ホットライン 女性をめぐる人権相談 0570-070-810 
平日 8：30～17：15 

※IP電話からの場合 026-232-8145（長野地方法務局）

②主に男性のための相談窓⼝ 
施設等名 各相談 電話番号 曜日・時間等 

⻑野県男⼥共同参画センタ
ーあいとぴあ 

男性のための相談 

（電話相談） 
0266-22-7111 金 17:00～19:00 

⼥性センター・パレア松本 男性の悩み相談 0263-37-1587 第2・第3・第4火 17:00～20：00 

③男⼥を問わない相談窓⼝ 
施設等名 電話番号 曜日・時間 

⼼の電話相談(⻑野県精神保健福祉センター) 026-217-1680 平日 9:30～16:00 

⻑野地⽅法務局⼈権擁護課 026-235-6634 

平日 8：30～17：15 
法務局上⽥⽀局⼈権相談所 0268-23-2001 

法務局松本⽀局⼈権相談所 0263-32-2571 

法務局伊那⽀局⼈権相談所 0265-78-3462 

  さらに詳しくは、県や市町村のホームページなどをご覧ください。 

 

信州⼤学キャンパス・コード（基本指針）とは・・・ 
信州大学では、基本的指針として６本の柱から成るキャンパス・コードを定めています。 

※ 全文は、前記「ハラスメントのない大学にするために」→「信州大学キャンパス・コード」をご覧下さい。 

※ 前⾴右端はEP委員会のロゴで，「ep」の⽂字を男⼥のハートにデザインし、2つ合わせた四葉のクローバーです。 

○ 個人を人間として等しく尊重します。            ○ 学問・言論の自由を尊重します。 

○ 性差別の根絶をめざし、男女共同参画を推進します。     ○ 人権侵害等を防止します。 

○ 権利・権限を適正に行使します。              ○ プライバシー等を保護します。 
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